
かがのと自然エネルギー研究会（主要共同事業者）／市民環境プロジェクト（協力団体）
公益社団法人 いしかわ環境パートナーシップ県民会議（協力団体）／白山しらみね薪の会（協力団体）

地方公共団体と連携したCO2排出削減促進事業
白山市「白山市におけるウォームビズ啓発及び木質バイオマス機器の普及啓発事業」
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白山市木質バイオマス



白山市市民生活部環境課 市役所代表　076-276-1111

お問い合わせは

かがのと自然エネルギー研究会     　076-274-4305

薪ストーブ・ペレットストーブ・ペレット燃料に関するお問い合わせは

白山しらみね薪の会　                076-259-2192

薪燃料に関するお問い合わせは

これ以上温度が上がると、地球はもう回復できない
傷を負う可能性があることを。
そんな地球のこれからを日本のアイデアと
最先端技術が変えようとしていることを。

室温2 0度で快適に暖かく過ごすために
様々な工夫が行われてきたウォームビズ。
冬の節電は、夏の対策よりも省エネ効果や

CO 2排出量の削減効果が高いといわれています。

家・職場・通勤・旅…といった、ライフスタイルに関わるあらゆるシーンで、

ウォームビズをみんなでいっしょに始めませんか？

薪ストーブ・ペレットストーブの魅力 薪ストーブとペレットストーブの違い

資源の限られた国だからこそ生まれた賢い省エネアイデア。

そして世界からCO O Lと賞賛される最先端技術。

その2つが合わさった「次世代の暮らし方」を

CH O I C EしていくことがCO 2排出を抑える力になるのです。

衣 食 住
特に冷えやすい首まわりや
足もとをあたためよう

煮込み料理などを食べて
体をあたためよう

暖房時の室温設定は
2 0℃以下に

動きやすく
あたたかい室内着を

活用しよう

根菜や香辛料など、
体をあたためる
食材をとろう

ブラインドなどの活用で、
太陽のあたたかさを
取り入れよう

　薪ストーブの燃料である薪や、ペレットストーブの燃料であるペレットは木
質バイオマスと呼ばれ、地球温暖化の一因となっているCO2（二酸化炭素）を
増やさない地球環境に優しいものと言われています。
　石油などの化石燃料は国際情勢でその価格が激しく上下し、私たちの生
活に不安を与えています。
　この木質燃料の原料である木材は里山と言われる中山間地などで産出さ
れますが、需要が少ないために放置され、その為に農産物の鳥獣被害が多発
し大きな問題となっています。
　扱いに多少手がかかりますが、身近にある木質バイオマス燃料を使用して、
経済的不安の解消・里山の復活・地球温暖化の防止を皆で推進しましょう。

“ウｫームビズは木質バイオマスから! ! ”

◆薪ストーブ
・暖房として、またクッキングとして利用可能
・煙突の取り付けが必要であり、断熱二重煙突といっ
た高性能の煙突設置により安全管理が強固になる。
・電源はいらない
・薪の入手方法や保管スペースの確保が必要。

◆ペレットストーブ
・薪ストーブと比べると、煙突が簡易であるため、取り
付け費用が安価。
・燃料となるペレットは薪と比較し、積み重ねや取り扱
いが容易。
・排気の為の電源が必要。

知っていましたか？


